


























































































































てつづいて 11 石 3 斗をもっ「大島仁兵衛、野原
三郎左衛門、小野小兵衛、穂保九兵衛、加茂与九




































す。小池（本間）喜一は明治 24 年 7 月に玉庭で





































































































































32 年 3 月の修業証書（写真 1 ） 。 これは 2年次が











書きです。 どの学年にも対応できるように、 こ の








2 番目も 同じよう なもので、明治 33 年 l 月に
出された、 尋常科 3 年生のH寺の l干l種精勤証替です
（写真 5）。つぎのものは 4年生の時の甲種精勤証













































































たのは明治 35 年 3 月の補習証訟で、「右ハ尋常小
学校補習科第一学年ノ課程ヲ終了セシヲ以テ葱ニ
之ヲ証ス」と書いてあります（写真 2） 。 要するに
プラス 1 年間勉強しましたという証明書です。
ここで面白いのは、最初にみた修業証書には
























かれています（写真 4） 。 皆勤賞ですね。 今は皆
勤1'.t’でも賞状もらえないと思うんですけど。 そし




























































る。ところが 2 年後の明治 33 年 I 月の証書にな
ると、「山形県南置賜郡玉庭尋常小学校長浅間孝
夫」というふうに、全部印刷になります。そして






























































もらえたのです。最初のものは明治 31 年 5 月 30
日の証書で、「品行端正学業進歩ニ付、此ノ品ヲ




た 32 年 3 月 27 日のものには「一等」とあって、
やはり 「品行端正学業進歩ニ付、此ノ品ヲ貸与ス」
とあります（写真 8）。さらに 33 年 3 月 28 日の
ものも「壱等」で、同じ文章があります（写真 9）。
この三つの証書の写真を見ていただきたいので





なっているのです。 明治 33 年のものは斐紙とい





くなったのです。 明治 30 年代のはじめというの
は、ちょうど日本が、 日清戦争の勝利もあって調
子よく成長していた時期ですから、毎年毎年紙が
良くなるんです。 明治 32 年の時は普通の緒紙
だったものが、明治 33 年になると斐紙になって、


































です（写真 10） 。 真ん中の写真は一番後ろのほう
の見開き部分ですけども、ここからいつこのノ ー













































それからアルファベットを勉強していて、 a b C 































































明治 36 年度 明治 37 年度
第一学期 第二学期 第二学期




外国語甲 乙 甲 叩
外国語乙 （甲） 叩
地理 甲 甲 甲
歴史 l羽 甲（丙） 申




博物 乙 甲 甲
物理
化学
習字 乙 乙 乙
園町 乙 乙 乙
体操 乙 甲（乙） 甲
平均 乙 乙 甲
操行 乙 乙 甲
総員 92 94 95 
席次 25 21 11 
※明治 36 年度第二学期の（ ）内は、手市きのメモ。
この表からわかるように、大成中学校では甲・
乙・丙という評価方法をとっていました。総員を
見てみると 92 ～ 95 名ぐらいですね。明治 36 年
























明治 38 年度 明治 39 年度 明治 40 年度
修身 7 7 7 
国語 6 8 8 
漢文 6 7 6 
作文 τ 6 6 
習字 6 
英M~読 7 6 7 
英会話書取 7 5 8 
英文法作文 6 5 6 
地理 7 9 8 
歴史 8 8 6 
代数 7 9 
幾何 9 9 8 
三角法 7 
博物 7 6 
物理化学 9 8 
図画 6 7 
体操 6 7 8 
f. 丑nIｷ 102 108 93 
平均 7 7 7 
操行 乙 乙 乙










丙です。第 3 年次、第 4 年次、第 5 年次、全部
ありますけれども、こんなふうな成績でした。平
均はず、っと「7」だったんですけれども、席次が







































































































































































美（ 1886 年）、学校創設者の惟野詮 (1887 年）、
作曲家の大沼哲（1889 年）がいます。童話作家
の浜田康介も米沢生まれなんですね。 1893 年で
す。そのあと思想家の大熊信行（1893 年）や、
画家の椿貞雄（1896 年）、民法学者の我妻栄がい
ます。我妻栄は 1897 年の生まれです。
こういうふうに並べてみますと、宮島誠一郎か
ら我妻栄まで、だいたい 60 年ぐらいのあいだに、
次々いろんな人が米沢やその周辺で生まれていた
ことがわかります。これだけ有名な人がこの地方
から登場しているわけで、何か非常に濃密な世界
だという感じがします。つまり偉い人が出るとこ
米沢i也万の歴史風土と本間喜一
ろなんです、置賜というところはね。そしてその
中に本間則忠も本間喜ーもいたわけです。
年代的に申しますと、本間則忠は 1865 年生ま
れですから、宮島大八、池田成彬、伊東忠太の 2
歳年上になります。だから幕末から明治の初め頃
に生まれて、大正初期頃にいちばん活躍した世代
の一人だ、ったわけです。本間喜一先生は則忠の養
子ですから時代は下って 1891 年の生まれです。
その頃に芸術分野や文学の世界とかで活躍してい
る方がたくさん出てきています。
まああとは精神論に近いんですけど、どうして
米沢とか置賜からこういうふうに学者とか政治家
とかが出てくるのかなと思った時に、やはり上杉
軍団のことが思い浮かぶわけです。私も新潟県出
身なので上杉には思い入れがあるんですが、上杉
というのは残ったんですよね、大名として。戦国
時代というのはたいへんな時代でして、大名がほ
とんど滅亡するんですよ、今川も武田も北条も滅
びます。長宗我部も滅びます。ところが残った大
きな大名が 4 つあるんですね。伊達と上杉と毛利
と島津です。ただこうした大名もいったんは負け
ているんです。負けるけれども家はなんとか残し
て、江戸時代にも大名として続いています。そし
て中世の文化を伝えているわけです。こういう経
緯があって、米沢というところはいったん負けた
ことがあるけれども、中世の文化を伝えてるんだ
という、そういう気概のようなものがあるんじゃ
ないかと思います。関ケ原のときに負けてしまっ
て、ギューッと狭いところに集まっていながら、
団結心とハングリー精神を持ちつづけてきた、と
いうことだと思うんですね。
近いところで言いますと、戊辰戦争のときに、
奥羽越列藩同盟というのがあって、米沢の上杉家
もこれに加わりますが、ここでも負けています。
明治の頃もそうですけども、あまり勝っていると
ころからは偉人が出てこない。どっちかというと
負けたところからファイトのある人が生まれると
いうことがあるんじゃないかと思うんですね。つ
109 
まりいったん負けてしまったから、頑張らないと
いけない。そして頑張るには勉強するしかないと
いうふうに思って、東京に行って勉強して成功す
る人が増えてくるんじゃないかと思います。
本間則忠も、本間喜一も玉庭出身です。玉庭は
田舎ですけども、やっぱり一種のハングリー精神
みたいなものを感じます。そういうところで何と
か偉くなるには、やっぱり東京に行って勉強する
しか方法はないということもあったんじゃないか
なと思いますが、いずれにしてもこれだけの人物
が明治の頃に出てきているということを、もう
ちょっと味わってみてもいいと思います。最近は
歴史ブームで、特に戦国時代は人気があります。
ただ、謙信や兼続もいいで、すけれども、近代のこ
ういう人々の歩みというものを発掘しながら、い
ろいろと考えてみることも大事じゃないかと思っ
ています。
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私の話は前座でございまして、「小池喜ーから
本間喜一ヘ」というかんじで、本問先生の若い頃
のお話をしました。人物論的にいうと、きちんと
勉強を続けられて、だんだん成績を上げていった
ということがわかったんですが、やはりいちばん
ありがたいのは、本間喜一（小池喜一）の少年時
代を語るための材料が残っているということなん
ですね。ですからこうした文献を残していただい
た小池さんにも感謝しますし、それを実家に送っ
た先生ご本人にも感謝しますけれども。皆さんの
お宅にもあると思うんですが、昔の書き物という
のは宝物なんで、大事に扱っていただければと
思、っております。きれいなまとめができませんが、
こんなところであとの 2 人にバトンタッチしたい
と思います。ご清聴ありがとうございました。
【司会】 山田先生、ありがとうございました。
